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平成２８年１２月
徳島県砂防防災課
平成２８年１２月
徳島県砂防防災課

土砂災害から命を守る土砂災害から命を守る



１．施設周辺の危険な場所を知っておこう！

２．雨が降り始めたら,気象･防災情報に注意しよう！

３．避難計画を作成し,早めの避難を心がけよう！

４．防災訓練･避難訓練を実施しよう！

５．土砂災害に関する防災出前講座を申し込もう！

本日の説明内容



土砂災害警戒区域等マップ

・徳島県ホームページから

⇒｢徳島県総合地図提供システム｣

「土砂災害警戒区域等マップ」

で，確認できます

クリック!

クリック!

徳島県総合地図提供システム

１．施設周辺の危険な場所を知っておこう！



土砂災害
警戒区域等
（急傾斜）

・土砂災害危険箇所

・土砂災害警戒区域等

【調査済(指定前)】

・土砂災害警戒区域等

レ チェックする

※区域の詳細については，徳島県砂防防災課・県各庁舎・各市町村までお問い合わせください。

土砂災害の危険な場所

１．施設周辺の危険な場所を知っておこう！

それぞれチェックを

入れることで範囲が

分かります！

衛星写真
も可
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クリック!

クリック!

①徳島県県土防災情報

２．雨が降り始めたら,気象･防災情報に注意しよう！

②気象庁ﾚｰﾀﾞｰ･ﾅｳｷｬｽﾄ

クリック!



①徳島県 県土防災情報①徳島県 県土防災情報

②気象庁 解析雨量・降雨短時間予報②気象庁 解析雨量・降雨短時間予報

137観測所 時間雨量・累積雨量

6時間前から6時間後まで雨量・予測

http://www1.road.pref.tokushima.jp/ http://www.jma.go.jp/jp/radame/

２．雨が降り始めたら,気象･防災情報に注意しよう！



「土砂災害警戒情報」 発表されるとテレビのテロップに流れますので注意。
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○土砂災害警戒情報が発表された場合は，ただちに避難しましょう。
○また、普段より雨の降り方が強いと感じた時や市町村から避難準備情報が発令された
ら，早めに避難しましょう。

気象庁ＨＰより気象庁ＨＰより

徳島県では、旧市町村単位で発表

http://www.jma-net.go.jp/tokushima/

２．雨が降り始めたら,気象･防災情報に注意しよう！



土砂災害警戒判定メッシュ情報

○実況及び予測に基づいて､解析時刻から２時間先までの土砂災害
の危険度を５ｋｍメッシュ毎に階級表示した分布図

○危険度の高い地域を把握することができます

気象庁ＨＰより気象庁ＨＰより

警報が発令されます。
避難を始めるタイミングです。

２．雨が降り始めたら,気象･防災情報に注意しよう！



テレビ（データ放送）による
防災・気象情報の入手！
テレビ（データ放送）による
防災・気象情報の入手！

２．雨が降り始めたら,気象･防災情報に注意しよう！

（イメージ）

（イメージ） （イメージ）

（ニュース）

（ニュース）



すだちくんメールに会員登録すると，気象・防災情報の無料メール配信サービスが

受けられます。

クリック!

２．雨が降り始めたら,気象･防災情報に注意しよう！

l 地震速報
l 津波速報
l 気象警報
l 土砂災害警戒情報
l 河川水位警戒情報

気象情報の種類

必要な情報と住んでいる市町村に
チェック



・ がけの下や浸水のおそれのある場所をできる限り避けた，複数の
安全な経路の選定

・ がけの下や浸水のおそれのある場所をできる限り避けた，複数の
安全な経路の選定

１ 避難経路の選定

２ 避難先の選定と避難施設利用協定
・ 施設利用者の状態に応じ，同様の施設を事前に避難先として選定
・ 緊急時の待避場所として，近隣の鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造の建物も選定
・ 避難先となる施設との利用協定や覚書などの締結

・ 施設利用者の状態に応じ，同様の施設を事前に避難先として選定
・ 緊急時の待避場所として，近隣の鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造の建物も選定
・ 避難先となる施設との利用協定や覚書などの締結

3 利用者の搬送手段と搬送協定
・ 搬送用施設車両の準備
・ 介護ﾀｸｼｰ，患者搬送車等の搬送事業者の非常時連絡先の確認
・ 搬送事業者との緊急時の搬送協定や覚書の締結

・ 搬送用施設車両の準備
・ 介護ﾀｸｼｰ，患者搬送車等の搬送事業者の非常時連絡先の確認
・ 搬送事業者との緊急時の搬送協定や覚書の締結

・ 外への避難が困難な場合は，施設内の上層階で山や渓流からでき
るだけ離れた部屋等に移動する

・ 外への避難が困難な場合は，施設内の上層階で山や渓流からでき
るだけ離れた部屋等に移動する

※ 屋外避難できないとき

３．避難計画を作成し,早めの避難を心がけよう！

4 地域の自主防災組織との協力体制
・ 施設利用者等の避難について，協力を得ることも検討・ 施設利用者等の避難について，協力を得ることも検討



３．避難計画を作成し,早めの避難を心がけよう！

市町村によっては、土砂災害ハザードマップが作成されています。
避難場所や避難経路、要配慮者利用施設が明示されているので、参考にして下さい。

土砂災害ハザードマップ（例）

要配慮者
利用施設

避難場所

要配慮者
利用施設



１ 防災訓練・避難訓練

避難訓練状況

４．防災訓練･避難訓練を実施しよう！

○重要性
訓練以上のことは，実践ではできません
避難計画が作成できたら，その計画に沿っ
て避難訓練をすることが重要です。そして，
訓練で得た課題を基に，避難計画を改善し
ましょう。

○ポイント
・入所者や利用者の生命を守ることを最優
先に速やかな避難誘導ができるよう定期的
に実施。

・職員体制（昼間or夜間）や避難場所（施設
外or施設内）の違いを考慮し，状況に応じ
た訓練を実施しましょう。

○重要性
訓練以上のことは，実践ではできません
避難計画が作成できたら，その計画に沿っ
て避難訓練をすることが重要です。そして，
訓練で得た課題を基に，避難計画を改善し
ましょう。

○ポイント
・入所者や利用者の生命を守ることを最優
先に速やかな避難誘導ができるよう定期的
に実施。

・職員体制（昼間or夜間）や避難場所（施設
外or施設内）の違いを考慮し，状況に応じ
た訓練を実施しましょう。



クリック!

要望・相談等があれば徳島県砂防防災課まで ＴＥＬ０８８（６２１）２５４０

５．土砂災害に関する防災出前講座を申し込もう！

徳島県立防災センターに申込をして下さい。（問合せTEL０８８（683）２１００）



がけ下に立地がけ下に立地

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ、鉄骨
鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ構造
の堅固な建物

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ、鉄骨
鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ構造
の堅固な建物

NONO

NONO

2階建て以上2階建て以上
土砂災害警戒区域内
に施設の一部が立地
土砂災害警戒区域内
に施設の一部が立地

NONO NONO

土砂災害警戒区域
内に施設のすべてが
立地

土砂災害警戒区域
内に施設のすべてが
立地

施設内の土砂災害警
戒区域外の場所に全
員収容できる

施設内の土砂災害警
戒区域外の場所に全
員収容できる

木造・プレハブ・軽量鉄骨構造等(※）

がけの上端から１０ｍ以内に立地

施設内の土砂災害警
戒区域外の場所に全
員収容できる

施設内の土砂災害警
戒区域外の場所に全
員収容できる

NONO NONO

施設内の２階以上の階層で、
がけ斜面と反対側へ避難
施設内の２階以上の階層で、
がけ斜面と反対側へ避難

施設内で警戒区域からは
ずれた場所へ避難

（がけ斜面と反対側)

施設内で警戒区域からは
ずれた場所へ避難

（がけ斜面と反対側)

施設の車両や介護タク
シーなどを活用し、避難場
所へ避難

施設の車両や介護タク
シーなどを活用し、避難場
所へ避難

NONO

YESYES

YESYES

YESYES

YESYES

平屋建て平屋建て すべてが立地すべてが立地

YESYES

（YES）（YES）

YESYES

※がけが崩れ始めた場合や激しい降雨などで屋外へ出ることが危険な「緊
急やむを得ない場合」は最低限のリスク回避として、２階以上で、がけ斜面
と反対側に避難することも考慮する

※がけが崩れ始めた場合や激しい降雨などで屋外へ出ることが危険な「緊
急やむを得ない場合」は最低限のリスク回避として、２階以上で、がけ斜面
と反対側に避難することも考慮する

・施設内避難判断フロー【がけ崩れ】（例）・施設内避難判断フロー【がけ崩れ】（例）



谷の下流に立地谷の下流に立地

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ、鉄骨
鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ構造
の堅固な建物

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ、鉄骨
鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ構造
の堅固な建物

NONO

2階建て以上2階建て以上
土砂災害警戒区域内
に施設の一部が立地
土砂災害警戒区域内
に施設の一部が立地

NONO NONO

土砂災害警戒区域
内に施設のすべてが
立地

土砂災害警戒区域
内に施設のすべてが
立地

施設内の土砂災害警
戒区域外の場所に全
員収容できる

施設内の土砂災害警
戒区域外の場所に全
員収容できる

木造・プレハブ・軽量鉄骨構造等(※）

施設内の土砂災害警
戒区域外の場所に全
員収容できる

施設内の土砂災害警
戒区域外の場所に全
員収容できる

NONO NONO

施設内の２階以上の階層で、
谷と反対側へ避難
施設内の２階以上の階層で、
谷と反対側へ避難

施設内で警戒区域からは
ずれた場所へ避難

（谷と反対側)

施設内で警戒区域からは
ずれた場所へ避難

（谷と反対側)

施設の車両や介護タク
シーなどを活用し、避難場
所へ避難

施設の車両や介護タク
シーなどを活用し、避難場
所へ避難

NONO

YESYES

YESYES

YESYES

YESYES

平屋建て平屋建て すべてが立地すべてが立地

YESYES

（YES）（YES）

YESYES

※前兆現象が認められた場合や激しい降雨などで屋外へ出ることが危険な
「緊急やむを得ない場合」は最低限のリスク回避として、２階以上で、谷と
反対側に避難することも考慮する

※前兆現象が認められた場合や激しい降雨などで屋外へ出ることが危険な
「緊急やむを得ない場合」は最低限のリスク回避として、２階以上で、谷と
反対側に避難することも考慮する

・施設内避難判断フロー【土石流】（例）・施設内避難判断フロー【土石流】（例）


